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新
成
人
の
横
顔

　
突
然
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
で

も
そ
こ
は
現
代
っ
子
、
心
よ
く

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
え
て
く
れ

ま
し
た
。

〈
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
内
容
〉

④
成
人
に
な
っ
て
ま
ず
実
行
し

　
た
い
こ
と
（
誓
つ
た
こ
と
）

　
は
？

②
あ
な
た
か
ら
見
た
十
日
町
市

　
の
良
い
面
と
悪
い
面
は
？

◎
こ
れ
か
ら
の
十
日
町
市
に
望

　
む
こ
と
は
？

④
あ
な
た
が
大
切
に
し
て
い
る

　
も
の
（
こ
と
）
は
？

◎
あ
な
た
の
結
婚
目
標
年
齢
と

　
理
想
の
タ
イ
ブ
は
？

　
5
月
3
日
㈹
、
き
も
の
ま
つ
り
の
同
日
ク
回
ス
佃
で
成
人
式

が
行
わ
れ
、
7
7
2
人
（
男
4
0
0
人
、
女
3
7
2
人
）
が
め

で
た
く
成
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
市
民
憲
章
の
朗
読
、
本
田
市
長
の
お
祝
い
の
言
葉
、

祝
電
披
露
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
か
ら
記
念
講

演
に
変
わ
り
、
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
尾
身
県

議
会
議
員
の
乾
杯
で
始
ま
っ
た
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
久
し

振
り
に
会
っ
た
懐
か
し
さ
か
ら
か
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
談
笑
の

輪
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
特
集
は
、
当
日
会
場
で
拾
っ

た
袷
人
の
新
成
人
の
声
で
す
。

①大人の仲間入りをしたのです　　　　　、、．講・

③自然環境は今のままで、若い

念蕪無るようにして　圏醐
④自分の「夢」の実現です。
　　　　　　　　　　　　　　尾身雅子さん
⑤明るくて楽しい人と、25～30
　　　　　　　　　　　　　　　　　（土市2）
　歳くらいまでに。

中川　玄さん
　　（新座1）

①各種選挙の投票権が発生しま

　す。政治に自分の1票を投じ

　たいと思います。

②自然が豊かで人情味のあると

　ころ。交通の不便さ。

③良い面を残して発展してもら

　いたいですね。

④自分の生まれたまち、十日町

　市です。

⑤30歳くらいまでに、夏目雅子

　さんみたいな人と。

①
海
外
旅
行
に
行
き
た
い
で
す
。
ま

　
ず
は
ハ
ワ
イ
。

②
み
ん
な
の
協
力
の
良
い
と
こ
ろ
が

　
良
い
面
。
悪
い
面
は
特
に
な
い
と

　
思
い
ま
す
。

③
人
へ
の
思
い
や
り
を
い
つ
ま
で
も

　
持
ち
続
け
て
ほ
し
い
で
す
。

④
家
族
。

⑤
2
5
歳
ま
で
に
今
の
彼
氏
と
。
ハ
ー

　
ト
が
素
直
で
一
緒
に
い
て
気
持
ち

　
が
良
い
ん
で
す
よ
。

　　　　製
　　　囲
　　灘灘

賜集、
譲

蕪
木
幸
子
さ
ん

　
　
　
（
高
田
町
3
東
）

難
緬驚

灘
騰

樋
口
朋
弘
さ
ん

　
　
　
　
（
中
条
上
町
）

①
今
年
は
柔
整
師
の
国
家
試
験
が
あ

　
る
の
で
、
合
格
で
き
る
よ
う
に
頑

　
張
る
つ
も
り
で
す
。

②
温
か
い
人
が
大
勢
住
ん
で
い
る
こ

　
と
が
良
い
面
で
す
。
悪
い
面
は
感

　
じ
ま
せ
ん
。

③
こ
の
ま
ま
大
勢
の
人
が
温
か
い
心

　
の
ま
ま
住
み
続
け
て
ほ
し
い
で
す
。

④
「
け
じ
め
」
を
大
切
に
し
た
い
。

⑤
3
0
歳
ま
で
に
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
の

　
か
わ
い
い
人
と
。
恋
人
募
集
中
。

①
成
人
を
機
に
と
い
う
も
の
は
あ
り

　
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
の
積
み
重
ね
を

　
大
切
に
し
た
い
で
す
。

②
の
ん
び
り
と
し
た
自
然
の
豊
か
さ

　
が
い
い
で
す
ね
。
悪
い
と
こ
ろ
は

　
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

③
で
き
る
な
ら
こ
の
ま
ま
が
一
番
い

　
い
と
思
い
ま
す
。

④
早
く
看
護
婦
に
な
っ
て
、
人
の
役

　
に
立
て
る
こ
と
で
す
。

⑤
2
5
歳
く
ら
い
で
、
明
る
い
人
と
。

L
｝
’
p搬

…iii藝

　布

　施

　洋

王子
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①
別
に
な
い
で
す
。

②
良
い
と
こ
ろ
は
着
物
の
町
で
あ
る

　
こ
と
か
な
。
で
も
、
今
日
初
め
て

　
着
た
の
で
す
よ
。
悪
い
と
こ
ろ
は

　
人
口
が
少
な
く
な
っ
て
い
く
こ
と

　
で
す
。

③
人
口
が
早
く
5
万
人
に
復
帰
し
て

　
ほ
し
い
。

④
仕
事
で
す
。
ラ
ポ
ー
ト
十
日
町
で

　
結
婚
式
場
の
関
係
を
し
て
い
ま
す
。

⑤
2
3
歳
。
男
ら
し
い
人
が
理
想
で
す
。

神
田
扶
実
子
さ
ん

　
　
　
　
（
美
雪
町
3
）

　
　
　
　
　
い
さ
お

青
柳
　
　
勲
さ
ん

　
　
　
　
　
（
土
市
1
）

①
残
り
の
人
生
を
楽
し
く
過
ご
し
た

　
い
。
悔
い
の
な
い
人
生
に
し
た
い
。

②
良
い
面
は
し
っ
と
り
と
落
ち
着
い

　
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
悪
い
面
は

　
に
ぎ
わ
い
が
感
じ
ら
れ
な
い
こ
と

　
か
な
。

③
活
気
の
あ
る
に
ぎ
わ
い
を
感
じ
ら

　
れ
る
町
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

④
恋
人
。

⑤
2
5
歳
ま
で
に
恋
人
と
。
す
っ
ご
く

　
か
わ
い
い
ん
で
す
よ
。

①
何
に
使
う
あ
て
も
な
い
の
で
す
が
、

　
お
金
を
貯
め
た
い
で
す
。

②
良
い
面
は
の
ど
か
な
と
こ
ろ
か
な
。

　
悪
い
面
は
特
に
な
い
で
す
。

③
う
ー
ん
、
特
に
な
い
で
す
。

④
自
分
自
信
が
ホ
ッ
ト
で
き
る
時
間

　
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

⑤
年
齢
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
タ
イ

　
プ
は
、
心
が
広
く
て
一
緒
に
い
て

　
ホ
ッ
ト
で
き
る
、
安
ら
ぎ
を
感
じ

　
さ
せ
て
く
れ
る
人
で
す
。

齋
木
陽
子
さ
ん

　
　
　
　
（
西
本
町
2
）

①今の気持ちを大切に、大人の

　自覚が持てればと思います。

②四季に囲まれた自然の町、心

　温かい十日町が好きです。

③仕事の後、また休日を過ごせ

　る町並みや施設があればいい

⑤自分の考えがしっかりしてい
る人と30歳までに結婚できれ関ロ美穂さん
　ばいいですね。　　　　　　　　　　（宮下町東）

①
自
分
自
身
を
し
っ
か
り
見
つ
め
、

　
自
分
を
自
分
で
理
解
で
き
る
人
に

　
な
り
た
い
で
す
。

②
自
然
の
豊
か
さ
は
最
高
、
で
も
雪

　
と
寒
さ
は
い
や
で
す
。

③
若
い
人
た
ち
が
遊
べ
る
場
所
が
も

　
っ
と
あ
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

④
友
人
で
す
。

⑤
2
3
歳
（
夢
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
）

　
ま
で
に
、
－
自
分
を
理
解
し
て
く
れ

　
る
や
さ
し
い
人
と
。

小

林

蕪
懸
・

恵
さ
ん

（
桜
木
町
）

山本　学さん
　（新座4）

・
　
擬

井
ロ
良
之
さ
ん

　
　
　
　
（
大
黒
沢
2
）

①
自
分
の
こ
と
を
し
っ
か
り
と
考
え

　
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
れ
ば
と
思
っ

　
て
い
ま
す
。

②
落
ち
着
き
の
あ
る
今
の
雰
囲
気
が

　
好
き
で
す
。

③
大
学
3
年
（
工
学
部
）
。
U
タ
ー
ン

　
で
き
る
会
社
が
あ
れ
ば
い
い
で
す

　
ね
。
生
ま
れ
た
町
で
す
か
ら
。

④
友
人
、
家
族
か
な
。

⑤
2
8
歳
。
ち
ょ
っ
と
年
上
の
し
っ
か

　
り
し
た
女
性
。

　うな仕事場を増やしてほい

④友人や気の合った仲間。

⑤強さの中にもやさしさを持

①
す
ぐ
に
大
人
と
い
う
わ
け
に
は
い

　
き
ま
せ
ん
が
、
も
う
少
し
し
っ
か

　
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
楽
し
く
過
ご
せ
る
所
、
た
と
え
ば

　
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
休
日
を
過
ご
せ

　
る
所
が
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

③
他
の
街
の
皆
さ
ん
と
交
流
す
る
、

　
町
ぐ
る
み
の
元
気
を
期
待
し
ま
す
。

④
家
族
と
友
人
で
す
。

⑤
運
命
で
す
か
ら
未
定
。
私
を
引
っ

　
ぱ
っ
て
い
っ
て
く
れ
る
人
で
す
。

水
落
真
希
子
さ
ん

　
　
　
　
　
（
岩
　
野
）

3　　平成8年5月10日号



　　　　　　　　　　　　　　　麹’鐵

戦国時代～江戸時代までの時代装束行列。さらに明石ちぢみ、

マジョリカお召しなど、十日町のきものの歴史を十日町小唄な

どに合わせた民謡流しの中で再現しました。

構
賢

本町3丁目特設ステージの目光江戸村
「忍者ショー」には、元気なチビッ子

が大喜こびしました。

見ていて思わず笑顔になれる

「おとぎの国美術館」

第20回

行列にはお姫様も

登場しました。

　5月2日休）・3日㈹の両日に渡り、市内4大ま

つりの一つ、「きものまつり」が行われ、市内外か

ら延べ3万人の人でにぎわいました。3日は日光

江戸村協賛による、時代絵巻「時代衣裳行列＆民

謡流し」と「忍者軍団ショー」が行われました。

また歩行者天国では、各商店街の催しに、チビッ

子から大人まで春の1日を楽しみました。

躍鰭醐謙鍵 き
も
の
を
着
て
な
き
ゃ
当
た
ら
な
い
。

大
抽
選
会
に
一
童
二
憂
し
ま
し
た
。

　
．
．
…
璽
　
　
　
　
毒
賞
費
幾
賞
賞
臨

…
；
三
・

難　　搬

きもの掘り出し市

　　　　　　囎幽魎

塩之又山菜まつりには96人が参加

4



き灘講蒙灘～

雪像目録贈呈式

　
雪
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
は
、
4

月
2
7
日
㈹
∵
2
8
日
㈲
の
両
日
、
静
岡

県
清
水
市
の
清
水
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
マ

ー
ケ
ッ
ト
開
設
一
周
年
記
念
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
。
今
年
の
雪
上
ス
テ
ー
ジ

　
か
し
ょ
く

”
歌
織
の
殿
堂
”
の
1
0
分
の
ー
の
雪

像
を
制
作
し
、
物
産
の
販
売
や
展
示

を
行
い
、
お
お
い
に
十
日
町
の
P
R

を
行
う
と
と
も
に
清
水
市
民
と
の
交

流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
今
年
の
2
月
、
フ
ジ
T

V
系
の
全
国
放
送
「
め
ざ
ま
し
テ
レ

ビ
“
ま
さ
か
の
一
品
”
」
コ
ー
ナ
ー
に

出
演
し
、
雪
上
舞
台
の
製
作
を
約
束

し
て
い
た
も
の
で
、
全
国
の
応
募
の

清
水
市
（
静
岡
県
）
に

雪
上
ス
テ
ー
ジ
を
出
前

　　　　　　無　隷蟹轟難
雪像舞台ではマグロの解体ショーも

中
か
ら
、
今
回
の
清
水
市
へ
の
出
前

と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
高
さ
2
傍
、
幅
3
・
5
癖
の
雪
上

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
矢
口
商
工
観
光
課

長
、
ミ
ス
雪
ま
つ
り
の
柳
香
織
さ
ん

か
ら
贈
呈
式
が
行
わ
れ
た
後
、
マ
グ

ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
や
清
水
次
郎
長
太

鼓
、
消
防
音
楽
隊
の
演
奏
、
生
バ
ン

ド
に
よ
る
の
ど
自
慢
大
会
な
ど
多
彩

な
催
し
が
行
わ
れ
、
2
日
間
で
6
万

人
が
来
場
し
大
盛
況
で
し
た
。

　
会
場
で
は
、
こ
の
交
流
を
1
回
だ
け

の
イ
ベ
ン
ト
に
終
わ
ら
せ
ず
に
、
十

日
町
市
と
の
交
流
の
輪
を
広
げ
て
い

き
た
い
と
い
う
声
が
し
き
り
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
勲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
店
沼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
飯

　
2
月
の
朝
、
テ
レ
ビ
静
岡
の
放
送

を
見
て
こ
れ
は
お
も
し
ろ
い
と
思
い

ま
し
て
ね
。
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
マ
ー
ケ

ッ
ト
の
一
周
年
事
業
に
ど
う
だ
ろ
う

と
女
房
に
相
談
し
た
ん
で
す
よ
。
女

房
も
大
賛
成
で
ね
、
役
員
会
に
図
っ

た
ら
皆
さ
ん
乗
り
気
で
早
速
立
候
補

し
た
ん
で
す
。
市
長
を
は
じ
め
清
水

市
の
全
面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
得

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
交
流
の

芽
を
大
き
く
育
て
た
い
も
の
で
す
。

『
霧
誌
幾
鞭
鰹
繕
慧
難
鰹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　清水市
望月千夏子さ

　
雪
で
作
品
を
作
る
の
を
見
る
の
は

初
め
て
な
ん
で
す
。
最
初
に
作
っ
た

お
城
の
よ
う
な
雪
の
ス
テ
ー
ジ
が
、

、
、
＼
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
や
雪
ん
子
人
形
に

簡
単
に
変
身
し
て
し
ま
う
の
に
ビ
ッ

ク
リ
し
ま
し
た
。
清
水
は
雪
が
降
ら

な
い
か
ら
子
供
た
ち
は
雪
に
触
っ
て

大
喜
び
だ
し
、
毎
年
こ
う
い
う
交
流
が

続
け
ら
れ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
私
も
十
日
町
の
雪
ま
つ
り
に
ぜ
ひ

行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

く線十日町駅西口に
武ント「大地の響』完成

ほく
一
ほ
モ

　
来
春
開
業
す
る

ほ
く
ほ
く
線
十
日

町
駅
西
口
広
場
が

ほ
ぼ
完
成
し
、
シ

ン
ボ
ル
と
な
る
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
の
除

幕
式
が
、
3
日
働

午
前
1
0
時
か
ら
同
広
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
二
科
会
彫
刻

家
藤
巻
秀
正
さ
ん
制
作
の
「
大
地
の

響
」
。
高
さ
1
0
傍
（
台
座
5
厨
を
含

む
）
、
重
さ
3
・
5
ト
ン
の
ブ
ロ
ン

ズ
製
の
大
作
。
ブ
ロ
ン
ズ
製
の

彫
刻
で
は
県
内
で
最
大
の
作
品

で
す
。

　
「
大
地
の
響
」
は
、
自
然
に

恵
ま
れ
た
十
日
町
の
大
地
に
織

物
と
吹
雪
を
象
徴
的
に
そ
び
え

た
た
せ
、
森
か
ら
は
小
島
が
さ

え
ず
り
、
妻
有
の
人
々
の
温
も

り
と
平
和
を
表
現
し
、
最
上
段

に
は
森
の
妖
精
が
街
の
未
来
の

発
展
を
奏
で
て
い
ま
す
。
全
体

象
の
高
さ
1
0
儲
と
小
島
群
の
1
0

「大地の響」の前でテープカット

羽
は
十
日
町
の
1
0
を
表
わ
し
て
い
ま

す
。
制
作
日
数
は
1
年
1
か
月
。
制

作
場
所
は
千
葉
県
の
ア
ト
リ
エ
で
、

型
取
り
も
1
5
0
個
に
分
け
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
台
座
に
は
イ
ン
ド
産
の

御
影
石
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
駅
西
口
広
場
に
は
、
こ
の
ほ
か
姉

妹
都
市
コ
モ
市
の
旧
庁
舎
を
あ
し
ら

っ
た
時
計
塔
、
コ
モ
湖
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
水
辺
空
間
が
あ
り
ま
す
。
一
度

訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

時計塔の前には噴水もあります
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■問い合わせ

税務課資産税係

　（盈57－3111）へ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　義1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：趨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　霧

　　　　　　　　　　　　　　　奪

　　　　　　　　　　　蓉　　　　　　　撫　　　　産

　
市
で
は
、
資
産
照
会
書
『
固
定
資

産
（
土
地
・
家
屋
）
の
所
有
明
細
書
』

を
お
送
り
し
、
固
定
資
産
の
内
容
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
の
資
産
照
会
書
は
、
平
成
8
年

1
月
1
日
現
在
で
、
す
べ
て
の
資
産

の
所
有
状
況
を
確
認
す
る
も
の
で
、

課
税
に
関
係
な
く
（
免
税
点
以
下
の

資
産
に
つ
い
て
も
）
所
有
者
名
義
人

ご
と
に
明
記
し
て
お
知
ら
せ
す
る
も

の
で
す
。
ま
た
、
一
筆
一
棟
ご
と
、

及
び
納
税
義
務
者
単
位
に
メ
ー
ル
シ

ー
ラ
ー
で
発
行
す
る
た
め
、
筆
数
・

棟
数
の
多
い
人
は
数
通
に
な
り
ま
す
。

ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　
送
付
す
る
時
期
は
、
昨
年
同
様
6

月
上
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
照
会

書
が
届
い
た
ら
、
内
容
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
内
容
に
相
違
が
あ
る
と

き
は
、
資
産
照
会
書
、
違
い
が
分
か

る
書
類
、
印
鑑
等
を
持
参
し
、
資
産

照
会
室
（
市
役
所
2
階
・
小
会
議
室
）

ま
た
は
、
税
務
課
資
産
税
係
ま
で
お

い
で
く
だ
さ
い
。

資
産
照
会
書
の
記
載
内
容

■
所
有
者
名
義
人
　
土
地
建
物
登
記

簿
や
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
所
有
者

と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
氏
名
、
法

人
名
で
す
。
次
の
場
合
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

・
ま
っ
た
く
関
係
の
な
い
資
産
照
会

　
書
が
送
ら
れ
た
。

・
相
続
、
売
買
等
に
よ
り
所
有
権
移

　
転
登
記
し
た
物
件
や
、
ま
っ
た
く

　
関
係
の
な
い
物
件
が
記
載
さ
れ
て

　
い
る
。

■
納
税
義
務
者
　
所
有
者
名
義
人
が

納
税
義
務
者
と
な
り
ま
す
が
、
死
亡
・

解
散
（
法
人
の
場
合
）
等
に
よ
り
現

存
し
て
い
な
い
場
合
は
、
相
続
人
・

継
承
者
な
ど
現
実
の
所
有
者
が
納
税

義
務
者
に
な
り
ま
す
。
次
の
場
合
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
死
亡
者
・
解
散
し
た
法
人
ま
た
は
、

　
誤
っ
た
人
が
納
税
義
務
者
と
な
っ

　
て
い
る
場
合
。

■
納
税
管
理
人

　
納
税
義
務
者
が
市
外
在
住
だ
っ
た

場
合
、
そ
の
人
に
代
わ
っ
て
納
税
し

て
い
た
だ
く
人
で
す
。
新
た
に
指
定

ま
た
は
変
更
し
た
い
場
合
は
、
税
務

課
へ
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
土
地
に
つ
い
て
　
所
在
地
、
現
況

地
目
、
登
記
地
積
、
住
宅
用
地
の
区

分
、
所
有
者
名
義
人
の
順
に
表
示
し

ま
す
。
所
在
地
に
は
、
大
字
、
小
字
、

地
番
を
記
載
。
現
況
地
目
は
登
記
地

目
に
関
係
な
く
、
実
際
利
用
し
て
い

る
状
況
の
地
目
で
す
。
登
記
地
積
欄

は
登
記
簿
に
記
載
さ
れ
た
地
積
の
た

め
、
実
面
積
と
合
わ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
住
宅
用
地
の
区
分
は
、
住

宅
用
ま
た
は
非
住
宅
用
（
店
舗
・
工

場
な
ど
）
に
分
け
て
あ
り
ま
す
。
所

有
者
名
義
人
欄
は
、
土
地
の
所
有
者

名
ご
と
に
分
け
て
記
載
し
ま
す
。

　
な
お
、
同
一
地
番
が
2
件
以
上
あ

る
場
合
は
、
異
な
る
地
目
に
分
け
て

利
用
さ
れ
て
い
る
土
地
で
す
。
利
用

内
容
に
相
違
が
あ
る
と
き
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■
家
屋
に
つ
い
て
　
所
在
地
、
家
屋

の
種
類
、
建
築
構
造
、
建
築
年
、
現

況
床
面
積
、
所
有
者
名
義
人
を
記
載

し
ま
す
。

・
所
在
地
の
内
容
は
大
字
、
地
番
の

　
順
で
す
。

・
家
屋
の
種
類
は
居
宅
、
付
属
家
、

　
店
舗
、
工
場
な
ど
で
す
。
建
築
構

　
造
は
、
木
造
ま
た
は
鉄
骨
造
な
ど

　
の
区
分
で
す
。

・
建
築
年
は
主
に
そ
の
建
物
が
建
て

　
ら
れ
た
年
で
す
。
そ
の
後
増
築
し

　
た
場
合
で
も
、
当
初
の
建
築
年
が

記
載
し
て
あ
り
ま
す
。
現
況
床
面

積
欄
は
、
家
屋
評
価
で
の
実
測
面

積
の
た
め
、
登
記
面
積
と
一
致
し

な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

増
築
等
し
た
場
合
、
そ
の
面
積
は

当
初
建
築
面
積
と
合
算
し
て
あ
り

ま
す
。
所
有
者
名
義
人
は
土
地
と

同
じ
く
建
物
の
所
有
者
ご
と
に
記

　
載
し
ま
す
。
な
お
、
す
で
に
取
り

壊
し
、
現
存
し
な
い
家
屋
が
記
載

　
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
家
屋
の
除

却
届
（
税
務
課
資
産
税
係
に
あ
り

　
ま
す
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

変
更
と
訂
正
は

　
土
地
・
家
屋
と
も
、
記
載
内
容
に

違
い
が
あ
る
場
合
は
、
登
記
済
証
な

ど
判
別
で
き
る
書
類
を
持
参
し
、
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
内
容
に
よ
り
、
後
日
現
地
を
確
認

し
ま
す
。

■
受
付
期
間
　
土
・
日
曜
日
を
除
く
、

6
月
5
日
㈱
～
2
8
日
樹
午
前
8
時
3
0

分
～
午
後
5
時
1
5
分

家屋の取り壊しや

　　異動は手続きを
次に該当する人は届け出をしてく

ださい。①家屋の全部、または一部

を取り壊した人。②未登記家屋（法

務局に登記していない建物）で、売

買・贈与・相続等で所有者に異動が

あった場合。③今までに異動があっ

た人。

　固定資産税の軽減
※土　地　住宅用地には、申告によ

り次の軽減措置があります。

ロ固定資産税①小規模住宅用地
（200㎡以下）課税標準額＝評価額

の6分の4　②一般住宅用地（200㎡

超）課税標準額＝評価額の3分の4

ロ都市計画税①小規模住宅用地
（200m2以下）課税標準額＝・評価額

の3分の4　②一般住宅用地（200㎡

超）課税標準額塞評価額の3分の2

※家　屋　一定要件（床面積等）を

満たす新築住宅にも軽減措置があり

ます。

臼軽減する税額（固定資産税）①

420m2以下の場合は課税される税額の

2分の4を減額㊧居住部分の120
㎡までに相当する税額を2分の制こ

減額

ロ軽減する期間　④一般の住竈（㊧

以外の構造）→新築後3年間　㊧3

階以上の耐火造・準耐災構造住宅→

新築後5年闘
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ま
ち
づ
く
り
・
而
民
会
議
（
ス
テ
ー
ジ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
　
ー

　
　
～
2
0
0
5
年
委
員
会
が
「
D
o
し
ゃ
ん
だ
い
い
い
や
ん
会
」
開
催
～

　
経
済
懇
話
会
（
市
、
十
日
町
商
工
会
議
所
、
十
日
町
織
物
工
業
協
同

組
合
、
十
日
町
市
農
業
協
同
組
合
、
新
潟
県
建
設
業
協
会
十
日
町
支
部

で
構
成
）
で
提
案
さ
れ
、
昨
年
5
月
に
誕
生
し
た
「
十
日
町
2
0
0
5

年
委
員
会
」
が
、
4
月
2
7
日
出
ク
ロ
ス
ー
0
で
「
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
開
会
に
先
立
ち
樋
口
貫
一
委
員
長
が
、
「
約
1
0
か
月

を
か
け
、
今
年
2
月
に
中
間
報
告
書
を
ま
と
め
た
。
こ
の
市
民
会
議
を

契
機
に
さ
ら
に
幅
広
い
議
論
を
展
開
し
、
市
の
1
0
年
後
の
あ
る
べ
き
姿

を
提
案
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
清
水
義
晴
氏

に
よ
る
基
調
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
タ
方
か
ら
は
一
般

参
加
者
も
含
め
た
「
交
流
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

清
水
氏
の
基
調
講
演

　
「
ま
ち
づ
く
り
に
は
意
識
改
革
が

必
要
。
ま
ず
、
自
分
の
住
ん
で
い
る

町
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。
町
に
は
、
宝
物
や
資

源
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
こ
れ
ら
を
い

か
に
利
用
し
、
大
切
に
す
る
か
が
町

づ
く
り
で
あ
る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
人
口
流
失
を
止
め
る
た
め

に
は
、
良
い
大
学
を
目
指
す
現
在
の

教
育
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
。
良
い

清
水
義
晴
氏
プ
臼
フ
ィ
ー
ル

4
9
4
9
年
生
ま
れ
・
早
稲
田
大
学

法
学
部
卒
・
新
潟
市
在
住
・
は
る
㈱

代
表
取
締
役
・
新
潟
仕
掛
人
会
議
代

表
運
営
委
員
ほ
か
多
数
の
ま
ち
づ
く

り
健
参
画

大
学
に
入
っ
た
子
供
た
ち
が
地
域
に

戻
る
こ
と
を
期
待
す
る
の
は
お
か
し

い
。
ま
た
、
良
い
大
学
に
入
り
、
良

い
会
社
に
入
り
、
東
京
に
い
る
こ
と

が
子
供
に
と
っ
て
本
当
に
幸
せ
な
の

か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
子
供
を

偏
差
値
で
優
劣
つ
け
る
の
で
は
な
く
、

自
然
や
地
域
を
愛
す
る
教
育
を
目
指

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
れ
と
、
教

育
に
命
の
産
業
で
あ
る
農
業
を
取
り

入
れ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
子
供

が
持
っ
て
い
る
命
の
種
を
大
切
に
す

る
教
育
が
、
も
う
そ
ろ
そ
ろ
始
ま
っ

て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
雪
に
対
す
る
取
り
組
み

と
し
て
「
雪
は
宝
物
で
あ
り
、
大
事

な
資
源
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
安
塚
町
の
”
雪
ダ
ル
マ

財
団
”
で
は
、
“
ス
ノ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
”

と
い
う
情
報
誌
を
発
行
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
町
の
フ
ァ
ン
を
作
っ

て
い
る
。
雪
国
は
も
っ
と
手
を
つ
な

ぎ
あ
っ
て
、
こ
ん
な
活
動
を
行
っ
て

は
ど
う
か
。
ま
た
、
雪
に
は
我
々
が

ま
だ
発
見
し
て
い
な
い
可
能
性
が
た

く
さ
ん
秘
め
ら
れ
て
い
る
。
雪
は
必

ず
産
業
に
な
る
」
と
話
さ
れ
、
雪
を

利
用
し
た
新
し
い
産
業
が
で
き
る
こ

と
を
示
唆
し
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ツ
シ
ョ
ン

　
基
調
講
演
に
続
き
、
2
0
0
5
年

委
員
会
中
問
報
告
、
十
日
町
市
の
未

来
像
、
未
来
像
実
現
へ
の
実
践
に
区

分
け
し
た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
中
問
報
告
へ
の
感
想
に
つ
い
て
は
、

「
市
民
に
夢
を
与
え
る
も
の
で
は
な

い
、
具
体
性
に
欠
け
る
、
最
初
か
ら

不
可
能
と
言
わ
ず
、
挑
戦
す
る
姿
勢

で
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
」
な
ど
、

い
き
な
り
会
に
対
し
て
の
カ
ウ
ン
タ

ー
パ
ン
チ
的
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
下
条
地
区
で
取
り
組
ん
で

い
る
「
都
市
間
交
流
」
の
話
で
は
、

「
都
市
に
こ
び
な
い
で
フ
ィ
フ
テ
ィ

ー
フ
ィ
フ
テ
ィ
ー
で
の
交
流
を
各
地

域
で
取
り
組
め
な
い
か
」
な
ど
具
体

的
な
実
践
例
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
具
体
的
な
提
案
と
し
て
、

「
着
物
の
町
な
の
に
着
物
の
匂
い
が

し
な
い
、
商
店
も
着
物
の
匂
い
の
す

る
作
り
が
で
き
な
い
か
。
伝
統
あ
る

“
が
ん
ぎ
”
通
り
を
作
れ
な
い
か
。

宿
泊
施
設
が
少
な
い
の
で
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
、

交
流
人
口
の
増
に
役
立
て
ら
れ
な
い

か
」
な
ど
の
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
の
清

水
氏
が
「
2
0
0
5
年
に
向
け
、
皆

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
出
せ
る
夢
が
必
要

で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
夢
を
実
現

す
る
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
や
技
術
を
学

び
、
全
員
参
加
・
総
力
戦
で
ま
ち
づ

く
り
を
や
っ
て
ほ
し
い
」
と
ま
と
め

ま
し
た
。

ストツクヤード完成記念
　　「なんでもバザー」参加者募集

　鉄・アルミ類や紙類の「資源物」を一

時保管するスト・．ソクヤードが完成し、4

目1日から使用を開始しています。この

ストックヤードの完成を記念してバザー

を開催するためにリサイクルに取り組ん

でいる団体を中心に実行委員会が組織さ

れました。

　当日の内容は、①リサイクル団体・個

人持ち寄り何でもバザー②各種リサイク

ル品実演展示③最新設備を備えたエコク

リーンセンター（焼却施設）の見学④各種

景品付お楽しみゲームを予定しています。

　実行委員会では、多くの団体や個人の

万から「なんでもバザー」に参加しても

らえるよう、次のとおり参加者の募集を

行います。

■日時6月8日住）
　　　　　午前10時～午後3時

■会場ストックヤード（十日町市川
　西町衛生施設組合管理棟隣り）

■締切り　5月23臼体）

■問い合わせ・申し込み　何でもバザー

　実行委員会事務局（十日町市保健衝生

　課環境衛生係　暦57－3111）

市民プール

］施設組合
ロストツク
　　　ヤード

エコー
クリーン

センター

平成8年5月10日号7
1
i　l

l
1



卜
11
1

』
旨

十
日
町
地
域
高
等
教
育
機
関
設
立
・
誘
致
協
議
会

『
高
校
生
等
意
識
調
査
』

　
　
　
　
　
　
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
協
議
会
で
は
昨
年
の
1
0
月
か
ら
1
1
月
に
か
け
て
、
地
域
内
の
6
高
校

　
（
十
日
町
、
十
日
町
総
合
、
川
西
、
津
南
、
松
代
、
安
塚
高
校
松
之
山

分
校
）
の
3
年
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し
て
、
進
学
と
就
職
に
関

す
る
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
意
識
調
査
を
行
い
、
こ
の

度
、
そ
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
協
議
会
で
は
こ
の
調
査
の
結
果
を
参
考
に
、
今
後
も
高
等
教
育
機
関

の
設
立
、
誘
致
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
調
査
の
主
な
結
果
に
つ
い

て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
も
下
位
に
位
置
す
る
新
潟
県
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
、
県
平
均
を
大
き
く
下
回
っ
て
い

鍵
撚
灘
議
の
趨
礫
灘
　
寄
ま
た
・
地
域
内
に
は
高
校
生

人
材
流
出
と

地
場
産
業
の
停
滞

　
十
日
町
地
域
（
十
日
町
市
、
川
西

町
、
津
南
町
、
中
里
村
、
松
代
町
、

松
之
山
町
）
は
、
若
者
の
流
出
が
続

き
、
人
口
の
減
少
、
高
齢
化
が
急
速

に
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
織

物
・
農
業
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
産

業
の
後
継
者
不
足
な
ど
、
地
域
全
体

に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
も
優

秀
な
人
材
の
育
成
と
そ
の
確
保
は
緊

急
で
重
要
な
課
題
で
す
。

　
当
地
域
の
大
学
進
学
率
は
、
全
国

の
進
学
可
能
な
大
学
・
短
期
大
学
は

無
く
、
大
勢
の
卒
業
生
は
経
済
的
負

担
の
大
き
い
首
都
圏
な
ど
の
学
校
に

進
学
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
進
学

し
た
学
生
の
多
く
は
卒
業
後
、
故
郷

に
は
戻
ら
ず
、
人
材
の
流
出
に
拍
車

を
か
け
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

リ
ゾ
ー
ト
開
発
と

ほ
く
ほ
く
線
の
開
業

　
一
方
で
当
地
域
は
“
マ
イ
・
ラ
イ

フ
・
リ
ゾ
ー
ト
新
潟
”
の
中
核
地
域

と
し
て
開
発
が
進
ん
で
い
ま
す
。
来

年
の
春
に
は
“
ほ
く
ほ
く
線
”
の
開

業
、
ま
た
は
地
域
振
興
快
速
道
路
の

〈グラフ1〉現在、あなたが最も希望している卒

業後の進路はどれですか。

　その他9人　　　　　　未回答36人
　　　0．9％　、弓　．覆、し㍗・、，　3．7％

太、『『学・：・

麹，38人・』

24：ζ・8％

短議80灘
　．綾3鰭　準大学
　　　　　ll人

　　　学校種別未定
　　　　7人
　　　0．7％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
は
人
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
9

候
露
線
と
し
て
の
指
定
を
刀
麓
ひ

受
け
る
な
ど
首
都
圏
や
北
陸

圏
と
の
交
通
の
便
が
改
善
さ

れ
、
着
実
に
学
習
環
境
や
経
済
的
基

盤
が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

十
目
町
地
域
に

建
蕪
驚

繋
鵡
　
職
藏

　
　
　
　
就
鰯
籔

専
犠

修
圏
圏

專

高
等
教
育
機
関
を

　
こ
の
よ
う
な
現
状
と
課
題
の
中
、

平
成
6
年
1
0
月
に
十
日
町
地
域
の
6

市
町
村
は
大
学
・
短
期
大
学
な
ど
高

等
教
育
機
関
の
設
立
、
誘
致
を
目
的

と
し
た
「
十
日
町
地
域
高
等
教
育
機

関
設
立
・
誘
致
協
議
会
」
を
産
学
官

一
体
と
な
っ
て
設
立
し
、
情
報
収
集

な
ど
の
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　
高
等
教
育
機
関
の
設
立
、
誘
致
は

地
域
の
活
性
化
だ
け
で
な
く
、
縄
文

時
代
以
前
か
ら
火
焔
土
器
や
ア
ン
ギ

ン
、
越
後
縮
と
い
っ
た
豊
富
な
文
化

遺
産
を
育
ん
で
き
た
地
域
文
化
の
振

興
に
と
っ
て
も
、
人
材
の
育
成
と
そ

の
定
着
を
促
進
す
る
た
め
に
も
必
要

だ
か
ら
で
す
。

〈グラフ2〉あなたは、お子さんをどこまで進学

させたいと思いますか。

麓
糠
盤
難
灘
護
灘
鞭

灘
織
議
嚢

卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て

　
生
徒
の
約
3
分
の
2
が
進
学
を
希

望
し
て
い
る
〈
グ
ラ
フ
ー
〉
の
に
対

し
、
保
護
者
で
は
そ
れ
を
上
回
る
約

4
分
の
3
の
人
が
進
学
を
希
望
し
て

い
ま
す
〈
グ
ラ
フ
2
〉
。

当
地
域
に
高
等
教
育
機
関

が
あ
れ
ば
ど
う
す
る
か

　
大
学
・
短
大
希
望
の
生
徒
は
、
こ

の
地
域
に
高
等
教
育
機
関
が
あ
っ
て

も
「
進
学
し
な
い
」
（
3
8
・
0
％
）
と

い
う
人
が
最
も
多
く
、
「
進
学
し
た
い
」

（
3
・
3
％
）
と
い
う
人
は
わ
ず
か

で
す
。
し
か
し
、
コ
応
進
学
を
考
え

る
」
（
9
・
9
％
）
「
希
望
の
学
部
・

学
科
が
あ
れ
ば
考
え
る
」
（
3
5
・
9
％
）

「
家
族
が
す
す
め
れ
ば
考
え
る
」
（
0
・

6
％
）
を
加
え
る
と
約
半
数
の
生
徒

未回答12人
　　　2．0％

　　懸鍵磁獲
　　　　9．鰍き

その他19人
　　3．1％

種巻
搬
％

　
8
ヲ

餐
蛎
5

や
　
　
　

専

大学院
　12人
2．0％

が
当
地
域
で
の
進
学
を
考
え
て
い
ま

す
〈
グ
ラ
フ
3
〉
。

　
専
修
学
校
等
に
進
学
を
希
望
す
る

生
徒
は
「
技
術
を
身
に
つ
け
た
い
の

で
、
希
望
は
変
わ
ら
な
い
」
（
32
・
2

％
）
と
い
う
人
が
最
も
多
く
、
「
進
学

し
た
い
」
（
2
1
・
7
％
）
「
進
学
し
た

い
気
持
ち
は
あ
る
」
（
7
・
3
％
）
と

い
う
生
徒
も
い
ま
す
〈
グ
ラ
フ
4
〉
。

　
一
方
、
就
職
希
望
の
生
徒
は
、
「
自

分
の
希
望
が
変
わ
る
か
ど
う
か
分
か

ら
な
い
」
（
34
・
0
％
）
が
最
も
多
く
、

「
進
学
し
な
い
」
（
1
9
・
3
％
）
「
経

済
的
に
無
理
で
あ
る
」
（
8
・
8
％
）

と
答
え
た
人
が
、
「
進
学
し
た
い
」
（
1
3
・

0
％
）
「
進
学
し
た
い
気
持
ち
は
あ
る
」

（
9
・
8
％
）
と
い
う
人
を
上
回
っ

て
い
ま
す
〈
グ
ラ
フ
5
〉
。

　
進
学
希
望
の
保
護
者
で
は
、
「
子
供

の
希
望
の
学
部
・
学
科
が
あ
れ
ば
進

学
を
す
す
め
る
」
（
3
0
・
4
％
）
「
進

学
さ
せ
た
い
」
（
2
3
・
8
％
）
コ
応

進
学
を
す
す
め
る
」
（
8
・
2
％
）
を

8



、
㌶

〈グラフ7＞（就職希望の保護者のみ）十日町地域に　　〈グラフ3〉（大学等進学希望者のみ）あなたは十日

大学・短大・専修・各種専門学校があればどうしま　：町地域に大学・短大があればどうしますか。

すか。　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　未回答4人1．2％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　進学したい11人　　　　　　　　　　　　　　　　その他4人1．2％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．3％　　　　　　　・ii進学
　　　　　　．・，』謙莚瀧い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わが嚇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』1『『一癒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考える．　　　　　　　　1駄．　　　　　　　　　　ない33辮
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－33六　　　　　24幾・．糊，o％、、！　　　　　　　　　　　9。9％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、．9．9％わからない　　　　17翁％’『

　12人
8．8％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　希望学科が難な、、　　　灘鍵幾　　　　　　　　　　　　　　　　　　・、、進戦ないP　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あれば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　127人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　120人　5人　『　　　　　　　　婦誕％　、　　　　　　　　　　　　138．0％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35．9％3．7％

学力に不安

　　8人
　　5．9％

　　　　　　　　　　　　　　　1　その他10人3．5％　　　未回答！6人5．6％
　　　　　　　　　　　　　　　聾

　　　　経済的に無理

理科系4年制

文科系4年制

特色ある4年制

女子4年制

理科系短大

文科系短大

特色ある短大

93（19．5％）

54（11ユ％）

103（21．6％）

78（16．1％）

137（28．8％）

144（29．7％）

32（6．7％）

6（1．2％）

27（5．7％）

23（4．7％）

14（2．9％）

40（8．2％）

46（9．7％）

87（17．9％）

19（4．0％）

46（9。5％）

119（25．0％）

　　　　　　　　　　　　　　155（32．0％）
　　　　　　　　　89（18．7％）

　　　　　　　　　91（18．8％）

11（2．3％）

11（2．3％）

　　　　　　　　　　　　　　團男476人
　　　　　　　　　　　　　　一

，、』進裳．しだ“

、．』62バ

　2正1．7％』

ハ
し
瓠廟
理
人
膓

経
無
1
0
3

合
計
す
る
と
6
割
以
上
の
人
が
、
進
　
　
を
ム

学
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
〈
グ
　
　
学
幻

ラ
フ
6
〉
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高

　
ま
た
、
就
職
希
望
の
保
護
者
も
「
子

供
が
希
望
す
れ
ば
進
学
を
す
す
め
る
」
誘

（
4
4
i
％
）
「
そ
の
よ
う
な
学
校
が
　
ど
（

あ
れ
ば
進
学
さ
せ
た
い
」
（
1
1
・
0
％
）
　
　
片

女子短大

専修・専門

必要なし

そ　の　他

　　　　　　　　　　　□女485人・
　　　　　　　　　　　　　　　『
　　　　　　　　　　　　　　　：〈グラフ9〉（保護者）あなたは十日町地域に大学等：
の高等教育機関を設立あるいは誘致するとすれば、i
どのような学校が良いと思いますか。（2つまで）　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　10　　20　　30　　40　　50％：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と　

ラ

　　　　　　　　　　　　　　　：理科系4年制　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　ロ文科系4年制　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　106（43．8％）　　，
特色ある4年制　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

　　　　　　　　　　　　　　　酢
女子4年制

理科系短大

文科系短大

特色ある短大

女子短大

専修・専門

必要なし

そ　の　他

進学し姦駆1学ガ1
24人8。4難

＼
／　
る
％

い
あ
3

た
は
7

し
ち
人

学
持
2
1

進
気

進学しない7人2．4％
（家族のすすめ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　8．8％

52（13．9％）

　　　　58（24．0％）

37（15．3％）

　　　　　　　　　　106（
45（12。1％）

　　　　　　　　　　　　　　　150（40．20
3（1．2％）

4（1．1％）

19（7．9％）

19（5．1％）

11（4．5％）

14（3．8％）

42（17．4％）

　　　　　　　　89（23．9％）

11（4．5％）

21（5．6％）

　　　　　　　　59（24．4％）

　　　　　　　　　　　　　　　148（39．79
　　15（6．2％）

　　25（6．7％）

2（0．8％）

3（0．8％）

　　　　　　　　　　　　　　　團申國男242人
□女373人

数
以
上
の
人
が
進
　
　
年
制
大
学
」
「
専
修
ん

す
〈
グ
ラ
フ
7
〉
。
　
　
が
多
く
、
男
子
で
は
、

関
を
設
立
、
　
　
年
制
大
瞠
」
（
2
1
．
．

す
れ
ば
　
　
　
　
の
輿
年
缶
大
学
」
（
伯

稜
が
良
い
か
篇
離
馨

も
「
特
色
あ
る
4
　
　
続
い
て
お
り
、
短
大

　　　　　　　　　　　　　　　：一て校4フはた
i憲る臭購雛謙離躍革嬰鎌i難濤靴聾
　　　　　　　　　　　　　　　　：　その他1人0．2％　未回答37人8・2％　　　　　　：

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

校
を
設
立
、
誘
致
す
る
必
要
ゆ

と
す
る
人
も
い
ま
す
く
グ
ラ

　
保
護
者
で
も
「
特
色
あ
る

大
学
」
「
専
修
・
各
種
専
門
学
比

色
あ
る
短
期
大
学
」
と
続
い
プ

男
性
で
は
「
4
年
制
大
学
」

　
　
　
　
　
　
　
　
る

脇
跨
　
妙
鷺

蝋
8
2
n
　
乳
難
％

　
　
　
憾
翻
　
　
～
進
気
2
8
　
3

　
．
』
、
な
藩

蟹
隷
鳶
拶
臨

　
　
滋
進
嫁
『
『
・
漏
』
『
『
　
　
　
）

5
　
　
　
　
1
　
『
　
．
．
p
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

距
ま
　
　
　
　
　
　
、
－
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
￥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
し

漁
　
・
、
』
『
．
、
磯
六
鑑
灘
、
、
隔
・
学

『
穿
　
～
『
．
糞
、
・
『
－
勇
㌶
2
　
f
「
、

わからない17人
　3．8％
進警叔ない謬
　2．2％

蒙供の希望
　麹鐵義
麗、韮簿　．

編懸難

　
る
を
め
人
％

学
す
3

7
2

進
す
　
8

％
）
女
性
で
は
「
専
修
・
各
種
専
門

学
校
」
（
3
9
・
7
％
）
「
特
色
あ
る
短

期
大
学
」
（
2
3
・
9
％
）
と
答
え
た
人

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
〈
グ
ラ
フ
9
〉
。

・
回
収
数
（
率
）

　
生
徒
9
6
1
人
（
9
0
・
2
％
）

　
保
護
者
　
6
1
5
人
（
5
7
・
7
％
）
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拒1

柳田国男と地域の歴史を

学習するサークルです。

このコーナーでは、登場していただくサークルを募集しています。

問い合わせは企画人事課広報広聴係費57－3H　I内線213へ。 新緑の中で開かれた講義後の直会（平成7年7月、軽沢にて）

会員は男女約50人。織物・飲食・衣料品・保険・建設関

係に働く人や家庭の主婦、公務員など千差万別、年齢も様々。

市内をはじめ中魚沼郡内、越後川口の人たちが会員になっ

ています。月1回（4月～翌年1月の10回、午後7時～9

時、市民会館）、毎回東京から出向いてくださる後藤総一郎

講義をする後藤先生。

今年9月には十日町市で全国
合同研究会が開かれます。

先生（明治大学教授）の話に

目・耳を傾ける学習会で、今

年が2年目になります。です

から『妻有学舎』と言っても

初めて聞く皆さんが多いので

はないでしょうか。

では、「一体、どんな会なん

だね」ということになります

ので、若干お話しします。

　「遠野物語」をはじめ多く

を書き印した民俗学者・柳田

国男の著作を通して十日町（地域）の歴史や生活を振り返

ることによって、十日町の産業や文化等のあるべき姿を見

つけ出し、そして実践したいと願っている集まりです。難

しそうに書いてしまいましたが、毎回の講義の中から自分

自身に、また町づくりに役立てたいと思っている集まりで
　　　　　　　　なおらいす。講義の後には酒を肴に直会を持ち、お互いにぎやかに

フリートーキングをし合っています。

後藤先生は柳田国男研究の第一人者で、すでに全国9か

所で『常民大学』を開き、毎月走り回っています。「毎月1

回、1年に10回の学習を5年、10年積み重ねることによっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ねがて確かな“人と町。の輪が広がり深まってくれることを希

って十日町への定期便を続ける」と言う先生の言葉がこの

学習会の心と言えます。町づくりというと、とかく即効薬

を求めがちになりますが、こうした気の長い集まりも楽し

いものですよ。問い合わせ　十日町市公民館（智57－5011）

馳
麺
灘
璽
馨

　
　
　
魯
量
ぐ
㊥

　
　
　
　
　
　
　
馨
灘

懸
〉
、
乏
轟
簗

久保田リイさん
（新水・盈59－2267）

●やまな会

〔毒羅裏書講〕

ア
ス
パ
ラ
と
鮭
中
骨
の

い
た
め
も
の

　
こ
れ
か
ら
春
は
新
鮮
な
ア
ス
パ

ラ
が
店
頭
に
並
び
ま
す
。
塩
味
の

鮭
中
骨
と
の
取
り
ム
ロ
せ
は
食
も
進

み
ま
す
。
す
ぐ
に
出
来
、
酒
の
肴

に
お
薦
め
で
す
。

〈
作
り
方
〉

①
ア
ス
パ
ラ
は
半
分
ま
た
は
3
等

　
分
の
長
さ
に
切
る
。
下
の
太
い

　
部
分
は
火
が
よ
く
通
る
よ
う
に

　
縦
半
分
に
切
る
。

②
鮭
の
中
骨
は
ス
ブ
ー
ン
で
粗
く

　
ほ
ぐ
す
。

◎
ゴ
マ
油
を
熱
し
た
フ
ラ
イ
パ
ン

に
ア
ス
パ
ラ
を
入
れ
￥
鮮
や
か

　
な
緑
色
に
な
っ
た
ら
水
％
カ
ッ

ブ
を
加
え
蓋
を
し
て
蒸
す
。
2

　
分
ほ
ど
し
た
ら
湯
を
捨
て
る
。

④
フ
ラ
イ
パ
ン
に
豚
ひ
き
肉
を
入

　
れ
て
い
た
め
、
赤
唐
辛
子
を
干

　
切
っ
て
入
れ
￥
に
ん
に
く
を
加

　
え
て
中
火
で
い
た
め
る
。

⑤
鮭
中
骨
を
汁
ご
と
④
に
入
れ
￥

　
調
味
料
を
加
え
熱
く
な
っ
た
ら

　
◎
の
ア
ス
パ
ラ
に
か
け
て
出
釆

　
上
が
り
。

恥繭麟o馨翻繋繍oo

礫灘噂繋㊤脚o

材料（4人分）
鮭の中骨水煮缶…1缶

豚ひき肉…1009　アスパラ…4009
赤唐辛子…1本　にんにく…1かけ
ゴマ油…大さじ2

調味料

｛
　酒・酢・しょう油…大さじ2

　砂糖…小さじ1
　塩…小さじ％

繋
鱒
獲
　
灘
態
　
露
襟
懸
藩
鍵
雛
籔
欝
鯵
鱗
懸
㎜

雛

纏
麟懸囎翻鰍W》翻鯛嚇麟副翻噛

70



、

じぷうずに

描け驚ね潔

新座保育園⑭

群蟻鐸

瀧澤祐也くん

　（5歳）

ちゃんが自転車で遊んでい

。おにいちゃんとは仲良し

ミコンの2ブレーをしてよ

だ。

窪
轍
箏
醐

騒
　
お
華
樋

離
蕪
欝

　
仲
良
し
の
「
も
え
ち
や
ん
」
と
ク
ア
ハ

ウ
ス
の
ブ
ー
ル
で
遊
ん
で
い
る
絵
だ
よ
。

ス
イ
ミ
ン
グ
に
も
通
っ
て
い
る
の
。
5
0
m

く
ら
い
泳
げ
る
よ
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
團

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昨
年
1
1
月
で
結
婚
満
1
0
年
。
、
し
っ
か
り
者
で
美
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
こ
ろ
に
ひ
か
れ
ま
し
た
か
ね
。
1
0
年
目
の
記
念
旅
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
す
る
人
た
ち
が
多
い
ん
で
す
ね
。
昨
年
は
秋
口
ま
で
忙
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

本籔の本音
㊧骨ら鰍㊧から㊧．

く
旅
行
の
こ
と
な
ど
頭
に
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。

腹
い
せ
で
も
な
い
の
で
し
ょ
う
が
、
指
輪
を
自

分
で
買
っ
て
く
る
あ
た
り
は
し
っ
か
り
者
で
し

ょ
う
。
家
庭
や
町
内
の
こ
と
は
任
せ
っ
き
り
で

す
が
、
が
ん
ば
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

圏　　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
で

　
　
　
は
、
た
だ
の
お
じ
さ
ん
で
す
ね
。
結
婚
1
0

の
旅
行
は
内
心
楽
し
み
に
し
て
い
た
ん
で
す
よ
。

今
年
の
冬
は
子
供
と
2
人
初
め
て
ス
キ
ー
に
、

こ
の
連
休
も
近
間
で
す
け
ど
旅
行
に
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
た
ん
で
す
よ
。
家
族
3
人
の
恒
例

行
事
に
し
た
い
で
す
ね
。
昨
年
の
こ
と
を
気
に
し
て

い
る
ん
で
し
ょ
う
か
ら
、
許
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鑛
羅

梧
沢
忍
さ
ん
（
山
本
町
1
）
美
千
代
さ
ん
夫
妻
、
長
女
の
優
衣
ち
ゃ
ん
は
今
年
小
学
1
年
生
で
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

ぞ
㌧
璽

　
4
歳
の
時
関
東
大
震
災
が
あ
り
、

千
葉
漬
け
の
お
も
し
に
し
て
い
た
「
い

す
す
」
が
私
に
落
ち
た
ら
大
変
だ
て

あ
ん
で
、
孫
ば
さ
が
抱
い
て
逃
げ
て

く
れ
た
の
を
覚
え
て
ま
す
て
。

　
親
は
早
く
働
き
手
が
欲
し
い
ん
で

高
等
科
に
な
ん
か
入
れ
た
く
な
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
よ

た
ん
だ
ど
も
、
本
家
の
衆
が
跡
取
り

に
な
る
ん
だ
か
ら
出
せ
て
や
ん
で
学

用
品
ま
で
く
れ
た
ん
の
。
節
季
市
で

「
む
し
ろ
」
を
売
っ
た
り
し
な
が
ら
、

骨
折
っ
て
高
等
科
を
卒
業
し
ま
し
た
。

小川文平さん
（尾崎）75歳

このコーナーでは、登場していただく人を募集

しています。問い合わせは企画人事課広報広

聴係智57－31目内線213へ。

　
「
か
か
」
は
四
日
町
か
ら
も
ら
っ

た
ん
の
。
昭
和
1
8
年
3
月
1
0
日
（
陸

軍
記
念
日
）
に
結
納
し
て
、
1
0
月
5

日
が
式
と
決
ま
っ
た
ん
そ
。
そ
う
し

た
ら
、
9
月
に
「
赤
紙
」
が
き
た
ん

の
。
親
は
ど
う
で
も
貰
っ
て
か
ら
い

げ
て
あ
ん
で
、
嫁
の
親
に
願
い
に
行

っ
た
ん
の
。
そ
う
し
た
ら
、
嫁
の
母

親
が
「
尾
崎
の
衆
が
く
れ
て
あ
ん
だ

ら
や
る
」
そ
う
言
っ
た
ん
の
。
お
陰

で
、
1
0
月
2
日
に
「
立
ち
振
る
舞
い
」

と
「
結
婚
式
」
を
一
緒
に
し
て
、
翌

日
に
は
兵
隊
に
行
き
ま
し
た
。
私
は

木
工
兵
で
、
大
工
道
具
を
あ
つ
け
ら

れ
て
「
兵
舎
」
ば
っ
か
作
っ
て
い
ま

　
　
シ
ョ
ウ
コ
ウ

し
た
。
松
江
で
終
戦
を
迎
え
、
昭
和

21

年
の
3
月
に
戻
っ
た
ん
の
。
「
か
か
」

は
ち
ゃ
ん
と
待
っ
て
て
く
れ
ま
し
た

て
。
波
乱
万
丈
の
人
生
だ
っ
け
の
。

だ
ど
も
戦
争
だ
け
は
や
だ
の
、
こ
ん

な
み
じ
め
な
こ
と
は
ね
え
ん
が
の
。

「
オ
ウ
ム
事
件
」
ど
こ
ろ
で
は
な
い

で
す
て
。
今
は
植
木
や
畑
を
か
ま
っ

た
り
、
た
ま
に
「
ば
さ
」
と
喧
嘩
し

た
り
、
い
い
時
代
で
す
。
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酌饗

やさしい町づくり」の

関係者が工事の安全と

事業の完成を祈願

　
4
月
2
6
日
働
、
丸
山
町
の
工
事
現
場
で
駅
西
土
地
区

画
整
理
事
業
の
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
、
本
田
市
長
、

監
物
十
日
町
土
木
事
務
所
長
、
地
元
並
び
に
工
事
関
係

者
が
出
席
し
、
工
事
の
安
全
と
事
業
の
完
成
を
祈
願
し

ま
し
た
。

　
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
全
体
面
積
1
3
・
8
㎞
、

総
事
業
費
6
6
億
円
で
平
成
1
4
年
の
完
了
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
昭
和
63
年
に
基
本
構
想
（
A
調
査
）
を
策
定
以

来
、
8
年
目
に
し
て
の
鍬
入
れ
で
す
。
今
回
発
注
さ
れ

た
工
事
の
概
要
は
、
西
中
央
通
り
線
築
造
工
事
な
ど
の

道
路
造
成
5
路
線
（
延
長
約
3
8
0
m
）
と
宅
地
整
地

工
事
（
面
積
約
8
、
2
0
0
㎡
）
で
、
総
工
事
費
は
約
8
、

2
5
0
万
円
で
す
。

に
介
事
業
概
要
を
ス
ラ
ィ
ド
で
紹
穴
請
負
事
業
所
の
皆
さ

A
榴
ん
に
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
・

町
広
式
典
後
は
会
場
を
中
ホ
ル
に
移
し
て
要
望
懇
談
会

い
を
を
開
催
．
国
・
県
の
出
先
機
関
の
皆
さ
ん
に
対
し
、
本

よ
業
田
市
長
及
び
地
区
振
興
会
長
代
表
が
町
づ
く
り
へ
の
提

D
事
案
●
霧
毒
項
を
隻
実
情
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と

　
　
　
　
と
も
に
理
解
と
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

　
4
月
2
6
日
樹
、
ク
ロ
ス
ー
0
大
ホ
ー
ル
で
十
日
町
市
総

合
竣
工
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
之
れ
は
平
成
7
年
度
に

十
日
町
市
が
行
っ
た
建
設
事
業
（
公
共
建
物
の
建
設
・

改
築
、
道
路
改
良
な
ど
）
の
成
果
を
報
告
し
、
多
く
の

事
業
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
お
礼
を
述
べ
よ
う
と
初
め
て

計
画
し
た
も
の
で
す
。
式
典
に
は
2
8
0
人
が
出
席
。

ヤ

“尼5。

　2年前、初めて十日町に来た時のことはよく覚えていま

す。東京で3日間過ごした後でした。当時から親しかった

ある先生が、緑豊かな十日町への道を運転してくれました。

その時は、「いったいどこへ行ってしまうんだろう」とパニ

ック状態になった私でしたが、十日町は思ったほど田舎で

はありませんでした。でも、大きな町に遊びに行こうと思

うまでにはしばらく時間がかかったのです。それが、風変

わりで趣のある山間の村や信濃川の流域を探険するきっか

けとなりました。そのおかげで退屈もせず、そしてこの地

域の本当の姿を見ることができたのです。自然の美しさと

文化が育まれた、住むにもすばらしい所です。十日町に来

られて本当に良かったと思っています。さようなら。

覇覇…覇霞翻縢覇　　レベッカ・ダウ1辺ング

　　　　l　can　remember　when　l　first　came　to　Tokamachi2

yearsago．lthadbeenafterspending3dayslnTokyo・A
teacher　at　the　time　and　now　a　good　friend　was　driving

over　the　Iuscious，green　mountains　to　Tokamachi，and

at　that　time，l　panicked　and　thought，“Where　are　we

going？”　But　Tokamachi　wasn’t　as　rural　as　I　thought　it

might　be，but　it　took　a　wh”e　for　my　urge　to　go　to　the　big

cities　to　stop．With　that　came　the　need　to　explore　the

quaint，mountain　villages　and　the　va”ey　of　the　Shinano．

This　was　the　one　thing　that　freed　me　from　my　own

boredom，and　showed　me　what　this　area　truly　was，a

haven　of　natural　beauty，　culture，and　a　good　place　to

Iive．l　couldn’t　have　chosen　a　better　place　to　live．Bye．
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」を点訳

みかどりゅう

三門流水和会が
おさらい会の益金30万を寄付

　
4
月
2
1
日
㈲
、
市
民
会
館
ホ
ー
ル
を
会
場
に
民
謡
・

新
舞
踊
・
日
本
舞
踊
の
「
三
門
流
　
水
和
会
お
さ
ら
い

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
み
ど
り
の
羽
根
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
銘
打
っ
て
行
わ
れ

た
会
の
第
1
部
と
第
2
部
の
間
に
、
三
門
乙
美
和
会
主

か
ら
本
田
市
長
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
金
3
0
万
円
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
会
主
か
ら
は
「
若
葉
芽
吹
く
4
月
に
ち
な

ん
で
み
ど
り
の
羽
根
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
と
名
付
け
ま

し
た
が
、
緑
化
推
進
募
金
と
は
別
の
も
の
で
す
。
市
の

社
会
福
祉
に
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
地
域
社
会
福
祉
基
金
に
積
み
立
て
福
祉
事

業
に
活
用
す
る
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
と
き
よ

　
　
　
　
　
小
林
時
代
さ
ん
（
川
原
町
）
が
出
版
し
た
歌
集
「
巡

　
　
　
　
礼
の
譜
」
が
「
明
窓
会
」
の
メ
ン
バ
ー
の
協
力
に
よ
り

　
　
雛
旧
点
字
出
版
さ
れ
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
の
歌
集
に
は
、
扉
年
他
界
し
た
夫
の
小
林
賢
秀
前
来

　
　
礼
迎
寺
住
職
と
の
思
い
出
や
夫
婦
の
愛
情
が
つ
づ
ら
れ
て

　
　
巡
い
ま
す
．
こ
れ
を
目
の
不
自
由
な
人
た
ち
か
ら
も
読
ん

捗
研
で
も
ら
お
う
と
、
新
潟
県
点
字
図
書
館
の
点
訳
ボ
ラ
ン

会
鰹
凝
器
葦
靴
讐
嫡
畑
冊

窓
さ
嫌
徳
無
難
難
郵
　
さ
れ
タ

　
　
　
　
小
林
さ
ん
が
出
版
し
た
「
巡
礼
の
譜
」
も
1
0
冊
寄
贈
さ

　
　
　
　
れ
、
各
地
区
公
民
館
で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一

た
ん
ぱ
く
質
総
摂
取

量
は
少
し
ず
つ
増
え

て
い
ま
す
が
、
さ
ら

に
注
目
す
べ
き
点
は
、

脂
肪
の
摂
取
量
と
た

ん
ぱ
く
質
の
う
ち
で

も
動
物
性
た
ん
ぱ
く

質
の
摂
取
量
が
1
9

問
保
保
盈

●

大
腸
が
ん
検
診
を

　
　
　
　
　
　
受
け
ま
し
ょ
う

　
大
腸
が
ん
は
、
欧
米
の
人
に
多
く
、

日
本
人
に
は
比
較
的
少
な
い
と
考
え

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
1

9
7
0
年
代
に
入
る
と
増
加
し
は
じ

め
、
欧
米
と
の
死
亡
率
の
差
が
か
な

り
縮
ま
り
ま
し
た
。
数
年
後
に
は
現

在
ト
ッ
プ
の
胃
が
ん
を
抜
く
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
増
加
の
原

因
と
し
て
、
重
視
さ
れ
て
い
る
の
が
、

高
脂
肪
・
低
繊
維
食
と
い
う
食
生
活

の
欧
米
化
で
す
。

　
厚
生
省
の
統
計
に
よ
る
と
、
日
本

人
の
総
カ
ロ
リ
ー
摂
取
量
は
、
戦
中
・

戦
後
の
一
時
期
に
低
下
を
し
て
い
ま

す
が
、
ほ
と
ん
ど
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
し
レ
し
　
　
0
0
0

●日本人（成人）の栄養摂取量の変1

　と大腸がん（による）死亡率の変イ

0
0
0
1
日
当
た
り
の

麗
餌
⑳
カ
ロ
リ
ー
量
η

●一一一一〇酋一一●、一儀

　●」、　　　　　！〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼＼

　　　つ　　　　　　　　　　　　　ヤ　総力ロリー量　　　　　　　櫓

　　　　　　　　たんぱく質

　　　／ノ総摂取量

r’／

　　　　　　　　警

灘．，ジ藩藤
讐ゴ結一男）
イ　　　結腸がん（女）
σ

5
0
年
以
来
、
急
激
に
上
昇
し
て
い

る
こ
と
で
す
。

　
今
後
さ
ら
に
増
加
が
予
想
さ
れ
る

大
腸
が
ん
で
す
が
、
早
期
に
発
見
・
治

療
す
れ
ば
、
決
し
て
恐
し
い
病
気
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
初
期

段
階
で
は
、
自
覚
症
状
が
現
れ
に
く

い
の
で
す
。
そ
こ
で
無
症
状
の
初
期

の
う
ち
に
病
気
を
発
見
す
る
た
め
に

実
施
さ
れ
て
い
る
の
が
、
が
ん
検
診

で
す
。
市
で
実
施
し
て
い
る
大
腸
が

ん
検
診
は
、
自
宅
で
で
き
る
簡
単
な

方
法
で
す
。
便
に
専
用
の
ス
テ
ィ
ッ

ク
を
数
か
所
刺
し
、
そ
の
ス
テ
ィ
ッ

ク
を
提
出
し
て
も
ら
い
、
便
潜
血
反

応
を
検
査
し
ま
す
。
肉
眼
で
は
見
え

な
い
少
量
の
出
血
で
も
発
見
で
き
ま

す
し
、
食
事
制
限
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
検
診
は
が
ん
か
ら
身
を
守
る
最
良

の
手
段
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、

年
に
1
回
定
期
的
に
検
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。
7
年
度
の
大
腸
が
ん
検
診

の
申
し
込
み
者
は
2
、
2
2
3
人
で
、

検
診
受
診
者
は
ー
、
6
6
3
人
で
し

た
。
今
年
度
の
申
し
込
み
は
2
、
3
9

5
人
で
す
。
今
か
ら
で
も
遅
く
あ
り

ま
せ
ん
の
で
保
健
衛
生
課
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
η
伯
9
（
墜
捧
論
万
駄
）
4
3
2
駄
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
）
．
　
　
　
　
8
8
度
向

47’55　　’60　　’65　　’70　　’75　　’80　　’85’

　　　　　　　　　　　　　（年
　　　　　　　　（国民衛生の動1

　80

1
日

当70
た

り

の

摂60
取

里

50
　
　
　
4
0
　
　
　
3
0
　
　
　
2
0
　
　
　
1
0
9
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邑　　　 t

r
E

l lll

l 措
l

㌍
k

i
l
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l
E
ヒ

か
け
ま
せ
ん
か

青
少
年
育
成
十
日
町
市
民

会
議
並
び
に

青
少
年
健
全
育
成
講
演
会

籔
日
時
0
5
月
1
7
日
働
午
後
6
時
30
分

～
（
講
演
会
は
7
時
30
分
～
）
霧
場
所
H
市

民
会
館
ホ
ー
ル
雛
講
師
・
演
題
U
柴
野
清

一
氏
（
新
潟
大
学
・
近
畿
大
学
講
師
）
、

「
今
、
家
庭
・
地
域
に
問
わ
れ
て
い
る
も

の
」
霧
問
合
せ
H
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
（
費

57
1
8
9
1
8
）

北
村
陽
次
郎
氏
講
演
会

霧
日
時
H
5
月
1
6
日
㈱
午
後
4
時
～
（
3

時
3
0
分
開
場
）
霧
場
所
U
ク
ロ
ス
ー
0
3
階

（
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
）
膨
入
場
料
H

無
料
、
た
だ
し
入
場
整
理
券
（
十
日
町
織

物
工
業
協
同
組
合
に
あ
り
ま
す
）
が
必
要

霧
講
師
H
北
村
陽
次
郎
氏
（
イ
タ
リ
ヤ
ー

ド
㈱
社
長
）
雛
問
合
せ
n
十
日
町
織
物
工

業
協
同
組
合
（
費
5
7
1
9
1
1
1
）

当
間
山

　
　
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

纏
日
時
H
6
月
2
日
㈲
午
前
6
時
市
役
所

正
面
駐
車
場
集
合
（
水
沢
地
区
の
人
は
6

時
2
0
分
ま
で
に
グ
レ
ス
テ
ン
ス
キ
ー
場
跡

に
集
合
）
雛
参
加
費
H
無
料
纏
申
込
み
”

当
日
、
集
合
場
所
に
て
受
付
㌶
問
合
せ
U

十
日
町
野
鳥
の
会
会
長
古
沢
昭
三
（
智
㊨

52
1
2
9
1
7
⑳
52
－
6
5
2
0
）

松
之
山
町
「
美
人
林
」

　
ブ
ナ
の
森
コ
ン
サ
ー
ト

籔
日
時
U
6
月
2
日
㈲
午
後
2
時
～
（
1

時
開
場
）
霧
場
所
日
美
人
林
特
設
ス
テ
ー

ジ
（
松
之
山
町
松
口
）
雨
天
の
場
合
は
松

之
山
小
学
校
体
育
館
霧
内
容
H
N
響
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
公
門
弦
楽
四
重
奏
団
霧
前
売

券
H
大
人
3
千
円
・
中
高
生
2
千
円
・
小

学
生
千
円
（
当
日
券
は
そ
れ
ぞ
れ
5
百
円

増
し
）
霧
間
合
せ
H
ブ
ナ
の
森
コ
ン
サ
ー

ト
実
行
委
員
会
（
盈
0
2
5
5
9
1
6
1

3
1
3
1
）

◆
十
日
町
市
土
地
改
良
区
が
移
転

　
5
月
1
日
㈱
か
ら
、
十
日
町
市
土
地
改

良
区
が
市
役
所
（
農
林
課
内
）
に
移
転
し

ま
し
た
。
笏
電
話
”
52
－
2
4
1
1
（
今

ま
で
と
同
じ
で
す
）
ま
た
、
市
役
所
の
番

号
で
も
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
信
濃
川
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
を
公

　
募
し
ま
す
。

　
市
で
は
「
よ
び
も
ど
そ
う
　
信
濃
川
に

水
を
」
を
テ
ー
マ
に
信
濃
川
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
、
平
成
8
年
度
～
1
0
年
度
に
か
け
て
年

1
回
、
合
計
3
回
の
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

機
会
に
、
信
濃
川
の
再
生
や
周
辺
環
境
の

整
備
に
つ
い
て
、
様
々
な
角
度
か
ら
見
つ

め
直
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
広
く
市
民
が
参
加
で
き
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
す
る
た
め
、
企
画
の
段
階

か
ら
実
行
委
員
を
公
募
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
信
濃
川
や
環
境
保
全
に
興
味
の
あ

寄付ありがとう
　　4月25日届け出分まで（敬称略）

囹地域福祉事業へ＝三門流水和会代

表三門乙美和（みどりの羽根チャリ

ティー300，000円）川泉のお客様一同

（8，705円）

囹社会福祉事業へ＝岡村建治（北新

田2・1，000円）新潟県信用組合十日

町支店（35，706円）市民生協にいが

た生協まつり実行委員会（15，000円）

㈱新川屋雪まつりチャリティー（50，

781円）勝又薬局お客様一同（2，031

円）匿名（10，352円）

國羽根川荘へ二中条会（4，300円）中

好会（5，500円）姿老人クラブ（2，000

円）

囹高齢者在宅福祉事業へ＝東北電力

㈱十日町営業所・東北電力労働組合

十日町支部（車イス2台）

囹博物館へ＝須藤栄子（中条島）玉

垣好（下川原町）富沢正平（加賀糸

屋町）梧沢マス（山本町4）村山イ

サ（土市3）丸山康平（小泉3）樋

口新一（上川町）根津ツヤ（田中町

西）水落仁作（高島1）山内与喜男

（下川原町）池田誠（桑原）関口春

子（田中町東）

囹保健衛生事業へ＝みかわや（ボー

ル）

る
人
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

物
応
募
資
格
H
十
日
町
市
に
在
住
し
て
い

る
人
（
3
年
間
実
行
委
員
と
し
て
協
力
し

て
い
た
だ
け
る
人
）

笏
募
集
人
員
0
5
人
程
度
（
市
で
選
任
し

た
人
と
と
も
に
委
員
に
な
っ
て
も
ら
い
ま

す
。
ま
た
、
応
募
多
数
の
場
合
は
市
で
選

考
し
ま
す
）

笏
応
募
方
法
U
5
月
2
0
日
㈲
ま
で
に
、
応

募
用
紙
（
建
設
課
克
雪
利
雪
対
策
室
に
あ

り
ま
す
）
を
提
出
す
る
か
電
話
で
建
設
課

克
雪
利
雪
対
策
室
へ
。

◆
心
の
健
康
相
談

笏
日
時
H
5
月
2
8
日
㈹
午
後
1
時
30
分

～
3
時
脅
場
所
H
十
日
町
保
健
所
笏
担
当

医
H
江
口
医
師
（
上
村
病
院
）
の
間
合
せ

H
十
日
町
保
健
所
（
盈
5
7
1
2
4
0
0
）

ま
た
は
保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係

◆
2
歳
児
無
料
歯
科
検
診

　
2
歳
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
人
は
、
ぜ
ひ

検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
笏
日
時
H
6

月
9
日
㈲
午
前
9
時
～
正
午
笏
場
所
H
保

健
セ
ン
タ
ー
笏
対
象
H
2
歳
児
（
平
成
5

年
6
月
～
6
年
5
月
生
ま
れ
）
笏
内
容
H

歯
科
検
診
、
歯
科
相
談
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指

導
磁
問
合
せ
H
保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係

◆
高
齢
者
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

　
県
で
は
歯
の
健
康
の
大
切
さ
を
P
R
す

る
た
め
、
自
分
の
歯
で
食
べ
健
康
な
生
活

を
送
っ
て
い
る
お
年
寄
り
を
表
彰
し
ま
す
。

籔
条
件
H
①
自
分
自
身
の
歯
の
本
数
（
親

知
ら
ず
は
除
く
）
が
、
8
0
歳
以
上
の
人
2
0

本
以
上
、
70
～
79
歳
の
人
2
4
本
以
上
②
自

分
の
歯
の
う
ち
虫
歯
な
ど
の
治
療
が
終
わ

っ
て
い
な
い
歯
が
5
本
以
下
③
ぐ
ら
ぐ
ら

す
る
歯
が
な
い
④
そ
の
他
の
重
い
病
気
に

か
か
っ
て
い
な
い
傷
日
時
“
6
月
9
日
㈲

午
前
9
時
～
9
時
3
0
分
笏
場
所
H
保
健
セ

ン
タ
ー
の
申
込
み
”
5
月
2
0
日
㈲
ま
で
に

保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係

◆
高
齢
者
・
障
害
者
住
宅
整
備
資
金
申
込

　
受
付

笏
対
象
者
H
①
高
齢
者
（
身
体
的
介
護
を

要
す
る
6
0
歳
以
上
の
お
年
寄
り
）
ま
た
は

障
害
者
（
身
体
的
障
害
者
手
帳
1
～
4
級

療
育
手
帳
A
を
所
持
し
て
い
る
障
害
者
）

と
同
居
し
て
い
る
親
族
②
高
齢
者
ま
た
は

障
害
者
の
た
め
の
住
宅
改
造
を
必
要
と
し

て
い
る
人
③
自
力
で
は
整
備
で
き
な
い
人

磁
融
資
条
件
n
貸
付
限
度
額
“
2
百
50
万

円
　
利
率
“
年
利
3
・
2
％
　
償
還
方
法

”
元
利
均
等
月
賦
償
還
　
償
還
期
限
“
融

資
の
翌
月
か
ら
1
0
年
　
保
証
人
“
市
内
に

住
所
を
有
す
る
人
2
人
纏
対
象
工
事
H
高

齢
者
ま
た
は
障
害
者
が
屋
内
で
自
立
で
き

る
工
事
か
介
護
者
に
よ
る
介
護
が
容
易
に

な
る
工
事
の
申
込
み
H
7
月
2
5
日
ま
で

（
工
事
着
手
前
）
に
社
会
福
祉
事
務
所
高

齢
福
祉
係

◆
金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
の
該
当
夫
婦

　
は
申
し
出
を
…

笏
対
象
”
①
金
婚
夫
婦
”
昭
和
21
年
4
月

1
日
～
2
2
年
3
月
31
の
間
に
結
婚
し
た
夫

婦
②
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
夫
婦
“
昭
和
n
年

4
月
1
日
～
1
2
年
3
月
31
日
の
問
に
結
婚

し
た
夫
婦
③
過
去
に
対
象
と
な
っ
た
が
調

査
に
漏
れ
た
夫
婦
籔
申
し
込
み
“
5
月
2
4

日
樹
ま
で
に
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務

局
（
市
役
所
内
社
会
福
祉
協
議
会
）

◆
訪
問
販
売
（
白
ア
リ
駆
除
）
に
ご
注
意

　
最
近
、
近
隣
市
町
村
で
白
ア
リ
駆
除
の

訪
問
販
売
の
苦
情
が
増
え
て
い
ま
す
。
業
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者
の
説
明
だ
け
で
そ
の
場
で
契
約
せ
ず
、

十
分
考
え
て
か
ら
契
約
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
家
庭
用
品
の
無
料
配
布
を
う
た

っ
て
人
を
集
め
、
高
額
の
商
品
（
羽
毛
布

団
な
ど
）
を
売
る
業
者
が
市
内
を
ま
わ
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
会
場
が
「
今
買
わ
な

い
と
損
」
と
い
っ
た
雰
囲
気
の
た
め
、
つ

い
高
額
な
契
約
を
し
て
し
ま
い
、
後
悔
す

る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。
「
お
い
し
い

話
に
は
お
と
し
穴
が
あ
る
」
と
考
え
、
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
笏
問
合
せ
H
商

工
観
光
課
商
工
労
政
係
（
智
52
－
5
5
6

9
）◆
新
潟
県
公
立
学
校
教
員
採
用
検
査

傷
所
定
用
紙
交
付
場
所
口
新
潟
県
教
育
庁

義
務
教
育
課
管
理
係
・
高
等
学
校
教
育
課

管
理
係
（
〒
蜘
－
7
0
新
潟
市
新
光
町
4
1

1
）
郵
送
で
の
請
求
は
、
返
信
用
封
筒
（
角

形
2
号
に
1
9
0
円
切
手
を
貼
り
、
郵
便

番
号
．
あ
て
先
明
記
）
を
同
封
し
、
封
筒

の
表
に
「
教
員
採
用
志
願
書
類
請
求
」
と

朱
書
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
次
の
場
所

で
も
交
付
し
ま
す
。
た
だ
し
、
郵
送
は
し

ま
せ
ん
。
①
中
越
教
育
事
務
所
（
長
岡
市

四
郎
丸
町
1
7
3
1
2
）
②
上
越
教
育
事

務
所
（
上
越
市
本
城
町
5
－
6
）
③
新
潟

県
東
京
事
務
所
（
千
代
田
区
丸
の
内
3
－

8
1
1
東
京
都
丸
の
内
庁
舎
2
階
）
④
新

潟
県
大
阪
事
務
所
（
大
阪
市
北
区
梅
田
1

丁
目
3
－
1
－
8
0
0
大
阪
駅
前
第
ー
ビ

ル
8
階
）
笏
問
合
せ
H
新
潟
県
教
育
庁
義

務
教
育
課
管
理
係
ま
た
は
高
等
学
校
教
育

課
管
理
係
（
費
伽
ー
旛
1
5
5
1
1
）

◆
自
動
車
税
は
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

笏
納
期
限
”
5
月
3
1
日
働
笏
問
合
せ
H
十

日
町
財
務
事
務
所
収
税
課
（
智
5
7
1
5
5

1
3
）

加
し
ま
せ
ん
か

レ
デ
ィ
＆
ヤ
ン
グ

ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
h
妻
有

霧
日
時
H
6
月
2
日
㈲
午
前
8
時
～
午
後

1
時
3
0
分
笏
場
所
N
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南

霧
内
容
H
C
A
T
・
S
ク
ラ
ブ
員
講
師
に

よ
る
模
範
走
行
及
び
講
議
、
交
通
問
題
○

×
ゲ
ー
ム
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
霧
参
加

資
格
H
普
通
自
動
車
以
上
の
免
許
証
を
有

す
る
人
（
個
人
参
加
可
）
影
参
加
車
両
”

ナ
ン
バ
ー
付
き
車
両
で
、
普
通
車
・
軽
自

動
車
髪
参
加
費
目
1
人
千
円
霧
申
込
み
0

5
月
2
7
日
㈲
ま
で
に
市
役
所
総
務
課
総
務

管
理
係
、
新
潟
日
報
販
売
店
、
市
内
自
動

車
販
売
会
社
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
自

動
車
修
理
工
場
雛
問
合
せ
H
総
務
課
総
務

管
理
係家
族
介
護
教
室

　
～
一
般
公
開
講
座
1
～

霧
日
時
H
5
月
1
8
日
ω
午
後
2
時
～
3
時

30
分
霧
場
所
“
公
民
館
本
館
雛
内
容
目
介

護
講
座
“
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い

「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
」
、
講
師
“
市
社

会
福
祉
事
務
所
高
齢
福
祉
係
担
当
霧
問
合

せ
H
三
好
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
暦

56
1
2
1
0
6
）
つ
ま
り
の
里
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
智
5
8
－
2
0
5
0
）
ま

た
は
公
民
館
本
館
（
智
5
7
－
5
0
1
1
）

広
く
異
文
化
を
知
ろ
う

　
　
～
P
A
R
T
5
～

霧
日
時
H
5
月
2
5
日
㈹
午
後
1
時
3
0
分
～

霧
場
所
H
公
民
館
本
館
雛
内
容
H
エ
ル
サ

ル
バ
ド
ル
出
身
の
国
際
大
学
生
か
ら
ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
の
話
し
を
聞
く
霧
参
加
資
格

H
1
5
歳
以
上
の
人
膨
参
加
費
H
2
百
円

　
（
当
日
徴
収
）
膨
定
員
0
5
0
人
（
先
着
順
）

霧
申
込
み
H
5
月
2
4
日
囲
ま
で
に
社
会
教

育
課
（
十
日
町
市
公
民
館
内
智
5
7
1
5
0

1
1
）え
趨
ろ
ん

　
　
　
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

雛
日
時
H
5
月
3
0
日
㈲
午
後
6
時
～
8
時

霧
場
所
H
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
霧

内
容
H
フ
ル
ー
ツ
の
タ
ル
ト
、
抹
茶
の
バ

『
バ
ロ
ア
纏
参
加
費
H
5
百
円
（
当
日
持
参
）

霧
定
員
H
1
5
人
（
先
着
順
）
霧
問
合
せ
H

東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
（
智
5

2
1
3

1
0
7
）

ス
ポ
ー
ツ

　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

〈
ヘ
ル
シ
ー
チ
ェ
ッ
ク
＆
体
力
テ
ス
ト
〉

纏
日
時
H
5
月
3
0
日
㈲
午
後
7
時
3
0
分
～

務
場
所
H
総
合
体
育
館
霧
指
導
H
関
口
陽

子
さ
ん
（
エ
リ
ア
ド
ゥ
2
1
）
霧
参
加
料
0

3
百
円
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
診
断
料
）
霧
申

込
み
H
総
合
体
育
館
（
智
5
2
1
4
3
7
7
）

〈
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
（
第
1
期
）
開
始
〉

笏
日
時
H
5
月
2
9
日
㈱
～
霧
場
所
H
総
合

体
育
館
雛
指
導
H
エ
リ
ア
ド
ゥ
2
ー
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
霧
問
合
せ
口
総
合
体
育
館

〈
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
相
談
（
第
1
期
）
開
始
〉

霧
日
時
H
5
月
3
0
日
㈱
～
霧
場
所
H
総
合

体
育
館
霧
指
導
H
体
育
指
導
委
員
雛
問
合

せ
H
総
合
体
育
館

〈
総
合
体
育
館
・
市
民
体
育
館
の
休
館
〉

　
5
月
2
8
日
㈹
は
、
総
合
体
育
館
・
市
民

体
育
館
と
も
休
館
に
な
り
ま
す
。
霧
問
合

せ
口
総
合
体
育
館

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
…
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

おまちしてます

おじゃまします

畷和）富
彦群
受亥

6月は7日㈹です

時　問　午後7時～9時

　　　　（先着2組、1組50分）

会　場　市長室

申し込み　5月24日働までに企画人

　　　事課広報広聴係へ。

※市長が皆さんの所へ出かけて話し

合う「おじゃまします暖和室」は

　随時受け付けています。

ゆずります
ゆずってください
＊消費者協会（商工観光課a52－5569）へ。

ゆずります一一

品　　　　名 規　格 希望価格

た　い　焼　機 新　品 13，000円

50　QC　バ　イ　ク ホンダ
SRS－50 3万円

業務用LDカラオケ 自動演奏
ソフト4，300曲 相談で

二段　ベ　ツ　ド ／ノ

エレク　トーン ヤマパ 10万円

大学現役合格

　システム問題集

CD付英語 相談で

CD付教学 ／ノ

120　QC　バ　イ　ク 　ホンダ
スノータイヤ付 3万円

足踏みミシン ブラザー 2千円
炊　　　飯　　　器 2。5升 2千円

ダブルベツ　ド 新品同様 5万円

小　型冷蔵庫 未使用 相談で

冷　　　風　　　機 未使用 相談で

ドーム型車庫
幅2．38m・高さ2m
奥行3．80m 2～3万円

フロ釜・浴槽・シャワーセット 　ガス用
県・市営住宅対応 3～5万円

ゆずってください一一

ノマ ン　焼　き 機 3千円
／／

2～3千円

乳 母 車 2人乗り用 相談で

／／
ノ／

自 転 車 26～27インチ ／ノ

／／

24～26インチ 5千円以内

女性用自転車 24インチ 3千円
応 接　セ　ツ 卜 相談で

廿
甲 女性用・袋帯可 〃

ワ 一　　プ 口 ノノ

学 習 机 〃

学習机椅子付 女子中学生用 ／／

ベビーベツ ド 2～3千円
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熱
羅
響
臨
欝
、
欝
腓
ふ
る
里
の
歴
史
散
歩
⑪

ら

蒙

土
　
器
　
の
　
欝
、
．
艶

欝
叢
編
縫
鐵
雛

　
博
物
館
に
は
た
く
さ
ん
の
土
器
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
土
の
中
に

そ
の
ま
ま
埋
も
れ
て
い
た
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
多
く
の
場
合
は
、
数
十

片
か
ら
百
片
く
ら
い
に
、
細
か
く
割

れ
た
状
態
で
出
土
し
ま
す
。

　
発
掘
現
場
で
は
、
土
器
片
を
動
か

さ
な
い
よ
う
に
土
を
取
り
除
き
、
出

土
し
た
状
況
が
後
で
も
分
か
る
よ
う

に
写
真
撮
影
し
た
り
、
位
置
な
ど
を

図
面
に
記
録
し
た
り
し
て
か
ら
、
ポ

リ
袋
に
入
れ
て
持
ち
帰
り
ま
す
。

　
持
ち
帰
っ
た
土
器
は
、
ま
ず
丁
寧復元作業

に
水
で
洗
い
、
乾
燥
し
ま
す
。
そ
し

て
、
土
器
の
破
片
一
つ
ひ
と
つ
に
、

遺
跡
名
や
出
土
位
置
な
ど
を
小
さ
な

字
で
書
き
込
み
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

注
記
作
業
が
済
ん
で
か
ら
、
い
よ
い

よ
復
元
に
と
り
か
か
り
ま
す
。

　
復
元
作
業
は
、
ま
と
ま
っ
て
出
土

し
た
破
片
を
、
底
の
部
分
、
胴
や
く

び
れ
の
部
分
、
い
ち
ば
ん
上
に
な
る

口
の
部
分
な
ど
に
破
片
の
微
妙
な
曲

が
り
方
や
文
様
の
変
化
な
ど
を
見
極

め
な
が
ら
分
け
ま
す
。
そ
し
て
、
破

片
の
形
を
合
わ
せ
な
が
ら
接
着
剤
で

つ
な
い
で
い
き
ま
す
。

　
土
器
を
復
元
す
る
と
破
片
の
な
い

部
分
も
で
て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

　
　
せ
っ
こ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
っ
て

所
は
石
膏
で
埋
め
ま
す
。
ま
た
、
把
手

の
よ
う
な
複
雑
な
部
分
が
な
く
な
っ

て
い
る
と
き
も
、
同
じ
よ
う
に
作
っ

て
取
り
付
け
ま
す
。
石
膏
で
補
っ
た

部
分
に
は
、
ほ
か
の
所
と
同
じ
よ
う

な
文
様
を
付
け
ま
す
。

　
最
後
に
、
石
膏
の
部
分
に
着
色
し
、

そ
の
土
器
固
有
の
色
合
や
、
炎
で
く

す
ん
だ
部
分
な
ど
、
不
自
然
さ
が
な

い
よ
う
に
仕
上
げ
ま
す
。

　
八
月
に
刊
行
さ
れ
る
資
料
編
考
古

に
は
、
こ
の
よ
う
な
過
程
で
復
元
さ

れ
た
二
〇
〇
個
の
土
器
の
写
真
が
収

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　とおかまあ

　　の
　　磯　　ノ8雛凝
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　　　　　一拶、、ε　1　　　　　　管銭彗篁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　山には、遅い雪解けを待ちかねたようにオクチョウジザクラやコブシ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　3の可隣な花が咲きそろっています。夜空には、鹿児島県隼人町にお住ま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3いの百武裕司さんによって1月31日に発見された、美しい百武彗星（写真

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・は東小学校の小泉亙教諭撮影）が見られました。彗星は、太陽を1焦点
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　3とするほぼだ円軌道を描き、ある程度の大きさをもつ天体です。明るく
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・大きい彗星はダストの尾を引く特徴をもち、その姿からほうき星とも呼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3ばれています。代表的な彗星には、10年前のハレー彗星や20年前のウエス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　ト彗星などがあります。固体の集合体で明るい頭部は、だいたい中央の光
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　3の強い部分を核、そのまわりの光の弱い部分を髪と呼んでいます。尾は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・蒸発したガス体（気体）から成り、だいたい太陽の反対側に伸びています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

十日町市民の動き

（4月末日現在）

45，236人（前月比一29）

22，238人（〃　一19）

22，998人（〃　一10）

（前月比十79）12，825
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毎
月
1
0
日
号
に
掲
載
中
の
「
A
l
t

e
r
n
a
t
．
－
V
e
S
」
の
コ
ー
ナ
ー

で
、
今
回
の
筆
者
レ
ベ
ッ
カ
さ
ん
が
も

う
す
ぐ
帰
国
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
レ
ベ
ッ
カ
さ
ん
を
含
め
、
帰
国
後

の
A
L
T
（
英
語
指
導
助
手
）
の
ほ
と

ん
ど
が
、
さ
ら
に
大
学
や
大
学
院
に
進

学
し
て
い
ま
す
。
職
業
経
験
の
あ
る
学

生
が
よ
り
若
い
学
生
に
与
え
る
示
唆
は

大
き
い
も
の
で
す
。
日
本
で
は
よ
う
や

く
社
会
人
入
試
が
注
目
さ
れ
始
め
た
ば

か
り
。
社
会
で
の
経
験
を
生
か
し
て
さ

ら
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
は
、

人
材
の
流
出
も
防
ぐ
と
思
い
ま
す
。

　
十
日
町
を
旅
立
っ
た
A
L
T
の
皆
さ

ん
は
、
今
後
も
国
際
人
と
し
て
活
躍
さ

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
A
L

T
と
触
れ
合
っ
た
十
日
町
の
子
供
た
ち

の
活
躍
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
い
つ
か
ど

こ
か
で
再
会
で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
。
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